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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の局を備える伝送システムにおいて、畳込みレートファクタｒｄが可変である少な
くとも１つの可変畳込み符号を用いて、ダウンリンクにおいて畳込み符号化時分割多重方
式にチャネルをマッピングするための方法であり、各局は、宛先局に向けてアップリンク
情報ビットレートＲｕで伝送される、複数Ｎ個のアップリンクチャネル（Ｃ１、…、ＣＮ

）を形成する少なくとも１つのアップリンクチャネルで伝送し、前記宛先局は、関係式Ｒ
ｄ＝Ｎ×Ｒｕが満たされるように、少なくとも１つのダウンリンクチャネル（Ｃｄ）にお
いてダウンリンク情報ビットレートＲｄで伝送する方法であって、前記宛先局によってマ
ッピングされる前記アップリンクチャネルの数Ｎは、Ｎが前記可変畳込み符号の前記畳込
みレートファクタｒｄの整数倍数であるように、前記可変畳込み符号の前記畳込みレート
ファクタｒｄの変化に応じて変化することを特徴とする方法。
【請求項２】
　ｐとｓを自然数として、前記畳込みレートファクタｒｄがｒｄ＝ｐ／ｓと各々が表され
る複数の異なる値のいずれかをとる場合に、ｍｃｍ（ｓ）が複数の異なる分母ｓの最小公
倍数を表すとして、前記畳込みレートファクタｒｄの前記複数の異なる値の各々に対して
、前記マッピングされるアップリンクチャネルの数Ｎが、Ｎ＝ｍｃｍ（ｓ）×（ｐ／ｓ）
と表されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｎ×Ｒｕ＝ΣＭｊ×Ｒｕｉが成り立ち、ΣＭｊ×Ｒｕｉは初期レートＲｕｉの倍数とし
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て得られたレートの和を表し、Ｍｊは、初期レートに乗算する自然数であり、各場合にお
いて等しいかまたは異なることを特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　複数の局を備える伝送システムにおいて、畳込みレートファクタｒｄが可変である少な
くとも１つの可変畳込み符号を用いて、ダウンリンクにおいて畳込み符号化時分割多重方
式にチャネルをマッピングするシステムであり、各局は、宛先局に向けてアップリンク情
報ビットレートＲｕで伝送される、複数Ｎ個のアップリンクチャネル（Ｃ１、…、ＣＮ）
を形成する少なくとも１つのアップリンクチャネルで伝送するように構成されており、前
記宛先局は、関係式Ｒｄ＝Ｎ×Ｒｕが満たされるように、少なくとも１つのダウンリンク
チャネル（Ｃｄ）においてダウンリンク情報ビットレートＲｄで伝送するように構成され
ているシステムであって、前記宛先局によってマッピングされる前記アップリンクチャネ
ルの数Ｎは、Ｎが前記可変畳込み符号の前記畳込みレートファクタｒｄの整数倍数である
ように、前記可変畳込み符号の前記畳込みレートファクタｒｄの変化に応じて変化するこ
とを特徴とするシステム。
【請求項５】
　前記宛先局は、受信アンテナ（１）と、受信したＮ個のチャネルのセットを多重化解除
するための少なくとも１つのデマルチプレクサ（２）と、変調されたチャネルのセットを
復調するための少なくとも１つの復調器（３）と、Ｎ個のチャネルを多重化して伝送する
ための少なくとも１つのマルチプレクサ（５）と、マルチプレクサ（５）からの多重化さ
れた信号に畳込み符号を適用するための少なくとも１つの畳込み符号の符号器（６）と、
畳込み符号化ダウンリンクチャネル（Ｃｄ）を伝送するための伝送アンテナ（７）とを備
えることを特徴とする、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記宛先局は、さらに、アップリンクチャネル（Ｃ１、…、ＣＮ）を復号するための少
なくとも１つの復号器（４）を備えることを特徴とする、請求項５に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ダウンリンクにおいて畳込み符号化時分割方式（ＴＤＭ）にチャネル、一般に
はアップリンクチャネルをマッピングするための方法およびシステムに関する。これは、
一般に伝送システムに適用可能であり、特に衛星を介する伝送に適用可能である。衛星を
介する伝送システムのある例は、ＤＶＢ（デジタルビデオ放送）として知られている標準
デジタル伝送フォーマットの使用に基づいている。このフォーマットでは、畳込み符号保
護を有する伝送モードとして、ＴＤＭを使用する。
【０００２】
【従来の技術】
衛星通信システムでは、アップリンク方向の伝送は、一般に、ＣＷ／ＴＤＭＡ（連続波／
時分割多重アクセス）として知られている伝送モードを用いて実行される。このタイプの
伝送では、データは、一連の地上局など複数の伝送源から衛星まで、アップリンク方向に
伝送される。各伝送源は、少なくとも１つの伝送チャネルを使用する。一方、前記データ
は、ダウンリンク方向にＴＤＭフォーマットで可変畳込み保護符号と共に一定なビットレ
ートで、衛星から送信される。
【０００３】
情報のビットレートは、１秒間に伝送される情報のビット数として測定される。アップリ
ンク方向では、このレートはダウンリンク方向のレートとは異なるが、その方式は、対称
的な伝送では、すなわちアップリンク方向の情報フローの合計がダウンリンク方向のフロ
ーと同じであるとき、次の関係式Ｎ×Ｒｕ＝Ｒｄが満たされるというものである。Ｎはア
ップリンク伝送チャネルの数、Ｒｕはアップリンク情報のビットレート、Ｒｄはダウンリ
ンク情報のビットレートである。
【０００４】
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【発明が解決しようとする課題】
しかし、ダウンリンク方向の伝送では、畳込み符号の効果が介在する。前記畳込み符号は
、冗長を追加する、エラーに対する保護のためのいくつかの符号であり、その応用例は、
本発明に関係する技術分野で知られている。
【０００５】
実際、ダウンリンク方向の伝送速度は一定値に維持され、前記値は、ダウンリンク方向の
対応する畳込み符号と情報のビットレートに依存する。したがって、以下で説明するよう
に、前記畳込み符号で何らかの変化が生じると、必ずＲｄの値が変化し、これにより、上
述した関係式を不可避的に変化させることになる。これらの変化は、設備ハードウェアが
、顕著に、より複雑になることを意味しうるので、これらの変化により、実際にシステム
の動作に問題が生じる。この問題は、製造コストを著しく増大するだけでなく、衛星設備
の荷重を増大することによって重量の問題が発生するので、衛星には特に重大な重要性が
ある。
【０００６】
上述した欠点を克服する知られている解決法は、畳込み符号を変化させる場合、その結果
はダウンリンク情報ビットレートＲｄの変化なので、次にダウンリンク情報ビットレート
Ｒｄの前記変化に相対的に比例して、アップリンク情報のビットレートＲｕを変化させる
ことを提案する。アップリンク伝送チャネルＮの数は一定に保たれ、したがって、関係式
Ｎ×Ｒｕ＝Ｒｄは変化しないことになる。
【０００７】
この解決法に関連する問題は、アップリンク情報ビットレートＲｕの変化により、アップ
リンク方向に伝送する全ての局に、これと同じ変化をもたらすことが必要であるというこ
とである。この問題は、同期性の損失を引き起こすことがあり、同期性を得る新しいプロ
セスと、続いて全てのユーザに対し、正常な伝送を再開することが必要である。したがっ
て、符号が変化する度に、必然的に、各伝送局の動作に追加の始動時間を導入することに
なる。さらに、また、この知られている解決法は、送信局および受信設備においても、畳
込み符号と同数のクロック、すなわち動作周波数を使用することが必要である。
【０００８】
上述したことの全てから、畳込み符号に発生した変化のために、アップリンク情報ビット
レートを変化する必要がないことが望ましい。
【０００９】
本明細書の上記で概略した問題は、本発明が提案する、ダウンリンクにおいて畳込み符号
化時分割方式（ＴＤＭ）に、アップリンクチャネルをマッピングするための方法およびシ
ステムによって解決される。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、ダウンリンク方向の畳込み符号の変化、したがってダウンリンク方向の
情報ビットレートの変化は、アップリンクチャネルの数の変化によって相殺されるが、ア
ップリンク情報のビットレートの変化では相殺されない。
【００１１】
この目的は、本説明の下記でさらに説明する選択基準を用いることによって達成される。
【００１２】
　したがって、本発明の目的は、複数の局を備える伝送システムで、畳込みレートファク
タｒｄが可変である少なくとも１つの可変畳込み符号を用いて、ダウンリンクにおいて畳
込み符号化時分割多重方式にアップリンクチャネルをマッピングする方法を提供すること
である。各局は、宛先局に向けてアップリンク情報ビットレートＲｕで伝送される複数Ｎ
のアップリンクチャネルを形成する少なくとも１つのアップリンクチャネルで伝送し、前
記宛先局は、Ｒｄ＝Ｎ×Ｒｕが満たされるように、少なくとも１つのダウンリンクチャネ
ルにおいてダウンリンク情報ビットレートＲｄで伝送し、前記宛先局によってマッピング
されるアップリンクチャネルの数Ｎは、Ｎが前記可変畳込み符号の畳込みレートファクタ
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ｒｄの整数倍数（integer　multiple）であるように、前記可変畳込み符号の畳込みレー
トファクタｒｄの変化に応じて変化することを特徴とする。
【００１３】
　本発明のある態様によれば、前記方法はまた、ｐとｓを自然数として、前記畳込みレー
トファクタｒｄがｒｄ＝ｐ／ｓと各々が表される複数の異なる値のいずれかをとる場合に
、ｍｃｍ（ｓ）が複数の異なる分母ｓの最小公倍数を表すとして、前記畳込みレートファ
クタｒｄの前記複数の異なる値の各々に対して、前記マッピングされるアップリンクチャ
ネルの数Ｎが、Ｎ＝ｍｃｍ（ｓ）×（ｐ／ｓ）と表されることを特徴とする。
【００１４】
　本発明の他の態様によれば、前記方法は、関係式Ｎ×Ｒｕ＝ΣＭｊ×Ｒｕｉが成り立ち
、ΣＭｊ×Ｒｕｉは、初期レートＲｕｉの倍数として得られたレートの和を表し、Ｍｊは
、初期レートに乗算する自然数であり、各場合において等しいかまたは異なることを特徴
とする。
【００１５】
　本発明の他の目的は、複数の局を備える伝送システムで、畳込みレートファクタｒｄが
可変である少なくとも１つの可変畳込み符号を用いて、ダウンリンクにおいて畳込み符号
化時分割多重方式にアップリンクチャネルをマッピングするシステムを提供することであ
る。各局は、宛先局に向けてアップリンク情報ビットレートＲｕで伝送される複数Ｎのア
ップリンクチャネルを形成する少なくとも１つのアップリンクチャネルで伝送するように
なされており、前記宛先局は、Ｒｄ＝Ｎ×Ｒｕが満たされるように、少なくとも１つのダ
ウンリンクチャネルにおいてダウンリンク情報ビットレートＲｄで伝送し、前記宛先局に
よってマッピングされるアップリンクチャネルの数Ｎは、Ｎが前記可変畳込み符号の畳込
みレートファクタｒｄの整数倍数であるあるように、前記可変畳込み符号の畳込みレート
ファクタｒｄの変化に応じて変化することを特徴とする。
【００１６】
本発明の他の態様によれば、前記システムは、受信アンテナと、受信したＮチャネルのセ
ットを多重化解除するデマルチプレクサと、変調したチャネルのセットを復調する少なく
とも１つの復調器と、Ｎチャネルを多重化して伝送する少なくとも１つのマルチプレクサ
と、畳込み符号をマルチプレクサからの多重化した信号に適用する、畳込み符号の少なく
とも１つの符号器と、畳込みにより符号化したダウンリンクチャネルを送信する送信アン
テナとを備えることを特徴とする。
【００１７】
本発明の追加の態様によれば、前記システムは、また、アップリンクチャネルを復号する
少なくとも１つの復号器を備えることを特徴とする。
【００１８】
本発明のこれらおよび他の目的について、下記で、添付の図面を参照して、より詳細に説
明する。
【００１９】
添付した唯一の図は、本発明の実施形態に適した伝送システムを簡略化した概略図である
。
【００２０】
【発明の実施の形態】
前記図からわかるように、例えば衛星伝送システムとして、本発明の実施に使用するタイ
プの伝送システムは、受信アンテナ１を備える。このアンテナは、一連のソース局から伝
送されたＮ個の複数の伝送チャネルＣ１、…、ＣＮを介して無線通信を受信することに適
している。衛星通信の場合は、ソース局は、ビデオ放送用など地上局とすることができ、
それぞれのアンテナは、アップリンク方向に伝送する。前記アップリンクチャネルＣ１、
…、ＣＮは、アップリンク情報ビットレートＲｕで、例えばデジタル伝送形態である情報
を搬送する。したがって、Ｃ１、…、ＣＮであるＮ個のアップリンクチャネルの伝送は、
Ｎ×Ｒｕである情報ビットレートの合計を生じる。チャネルＣ１、…、ＣＮは、多重化さ
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れた形態で受信アンテナ１に到達する。前記受信アンテナ１によって受信される際に、チ
ャネルはデマルチプレクサ２を通過して、前記チャネルを多重化解除する。続いて、復調
器３がＮ個のチャネルのそれぞれを復調する。
【００２１】
選択として、チャネルＣ１、…、ＣＮは、エラーに対する保護を符号化して、アップリン
ク方向に伝送されていることもありうる。この場合、復調器４（図の破線によって囲んで
示している）は、アップリンクチャネルのエラー保護符号を復号することに役立つ。
【００２２】
図の伝送システムのダウンリンク伝送部分は、マルチプレクサ５を備える。前記マルチプ
レクサは、伝送システムの前段階から進んでくるＮ個のチャネルを受信する。各チャネル
Ｃ１、…、ＣＮは、アップリンク情報ビットレートＲｕを有する。したがって、マルチプ
レクサ５に加えられるビットレートの合計は、Ｎ×Ｒｕに等しい。次に、マルチプレクサ
５は、Ｒｄのダウンリンク情報ビットレートで、単一ダウンリンクチャネルを生成する。
【００２３】
対称的な伝送では、アップリンク情報ビットレートの合計は、ダウンリンク情報ビットレ
ートの合計に等しくなければならない。すなわち、次の関係式
Ｎ×Ｒｕ＝Ｒｄ　　　（１）
が満たされなければならない。
【００２４】
マルチプレクサ５によって生成された多重化信号は、続いて畳込み符号器６に進み、この
符号器は、畳込み符号をダウンリンク伝送信号に適用する。続いて、前記信号は送信アン
テナ７に供給される。このアンテナは、畳込み符号のために、畳込みレートファクタｒｄ
だけ変更されたビットレートを有するダウンリンクチャネルＣｄを伝送する。したがって
、ダウンリンクチャネルＣｄは、Ｒｄに等しい情報ビットレートと、Ｒｄ／ｒｄと表され
る伝送ビットレートを有することになる。後者は一定であり、したがって、ｒｄの変化に
より、ｒｄに生じた変化の逆数ファクタに対する逆数ファクタだけ、Ｒｄも強制的に変化
する。実際、ｒｄの変化は、所望のエラー保護によるものである。
【００２５】
したがって、
Ｒｄ／ｒｄ＝Ｋ、Ｋは一定
の場合、
Ｒｄ＝Ｋ×ｒｄ
となる。
【００２６】
Ｒｄの値を関係式（１）に代入することにより、次式を得る。
【００２７】
Ｒｕ×Ｎ＝Ｋ×ｒｄ　　　（２）
実際、ｒｄは、ｒｄ＝ｐ／ｓなどのように、常に２つの自然数の分数の形態で表される。
ｒｄの通常の値は１／２、２／３、５／６などとすることができる。
【００２８】
　チャネルの数Ｎは、ｍｃｍ（ｓ）が異なる複数の自然数ｓの最小公倍数である次の関係
式
　Ｎ＝ｍｃｍ（ｓ）×ｒｄ　　　（３）
が満たされるように選択される場合、
これは、Ｎが常に自然数であることを示唆する。これは、アップリンクチャネルの数に関
するので望ましく、また、Ｎがファクタｓとｐに依存する。したがって、Ｎはｒｄの値に
依存する。
【００２９】
関係式（３）の結果、ｒｄの値の変化は、Ｎの値、すなわちアップリンクチャネルの数の
相対変化に反映する。アップリンクチャネルの数の選択は、現況技術で述べた不便さを生
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【００３０】
さらに、関係式（３）を関係式（２）に適用することによって、次式を得る。
【００３１】
Ｒｕ×ｍｃｍ（ｓ）×ｒｄ＝Ｋ×ｒｄ
これは次にように書き換えられる。
【００３２】
Ｒｕ＝Ｋ／ｍｃｍ（ｓ）　　　（４）
上式により、一定値Ｒｕが提供される。これにより、アップリンク情報ビットレートを変
化する必要がないことになる。
【００３３】
ＤＶＢの場合の実用的な例は、次のように与えられる。
【００３４】
Ｋ＝５５Ｍｂｉｔ／ｓで
ｒｄ＝１／２、２／３、３／４、５／６、または７／８のとき、
ｓの値は、２、３、４、６、および８と表される。
【００３５】
したがって、値ｓの最小公倍数は２４に等しい。したがって、Ｎの値は、関係式（３）か
ら次の結果が得られる。
【００３６】
それぞれ、Ｎ＝１２、１６、１８、２０、または２１
さらに、関係式（４）は、Ｒｕ＝５５／２４Ｍｂｉｔ／ｓ、すなわち一定値を提供する。
【００３７】
本発明の他の利点は、実現しているこの方法では、各畳込み符号に対しクロックを使用す
る必要がないので、周波数の生成が簡単化されることである。
【００３８】
　選択として、アップリンク情報ビットレートは、初期ビットレートＲｕｉとして、アッ
プリンク情報ビットレートの合計が、初期レートＲｕｉの倍数である様々な値の和となる
方式で、ファクタＭ（Ｍは１、２、３、４、…などの自然数）でＭ倍することができる。
したがって、式ΣＭｊ×Ｒｕｉは、初期レートＲｕｉの倍数として得られたレートの和を
表し、Ｍｊは、初期レートに乗算する自然数であり、各場合において等しいかまたは異な
る。この場合、次の関係式
　ΣＭｊ×Ｒｕｉ＝Ｎ×Ｒｕ
が満たされなければならない。
上式で、Ｎ×Ｒｕは関係式（１）に表した値である。
【００３９】
この選択の実用的な結果は、この方式では、各人のサービスに対する要求に応じて、利用
可能なチャネルを様々なユーザに配布することができ、一方情報ビットレートの合計は変
更されていないということである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に適した伝送システムを簡略化した概略図である。
【符号の説明】
１　受信アンテナ
２　デマルチプレクサ
３　復調器
４　復号器
５　マルチプレクサ
６　符号器
７　送信アンテナ
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